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1. 微小管結合蛋白質 MIP-T3 の分子機能と制御に関する研究 

2. 抗ウイルス活性化合物の探索と分子薬理に関する研究 
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1.インフルエンザウイルス感染複製におけるオートファジーの役割解明；科学研究費  

基盤研究（C）(代表) 

 

【学会役員等】【学会役員等】【学会役員等】【学会役員等】    

１． 国際誌 Journal of AIDS & Clinical Research:  Editorial board member 

２． 第 32 回日本分子生物学会年会 座長 

３． 第 28 回日本薬学会九州支部会 座長 

 

【過去の研究業績総計】【過去の研究業績総計】【過去の研究業績総計】【過去の研究業績総計】    

原著論文（欧文） 32 編 （邦文） 1 編 

総説   （欧文） 7 編 （邦文） 4 編 

著書   （欧文）  1 編 （邦文） 1 編 

紀要   （欧文）  1 編 

特許             7 件 

 


